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革新的な緑のパブリックスペースで、
ビルで働く人も来街者も、思い思いに

心地よさを楽しみ、仙台への愛着を深めていく

資料３

多様なモビリティと情報が集約した都市の玄関口。
通勤通学や買い物といった日常と、観光や出張の非

日常が交差し、新たな活気が生まれる。



まちなかの研究拠点で、
専門家と企業が密に連携し、
次代を拓く研究開発に挑む。

多様な人材が集い、共創が生まれる次世代のワー
クプレイス。ビジネスや研究開発に携わる人々が

集い、対話を通じて新たな価値を紡ぎ出す。
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上質なホテルやMICE ※機能と連携する、
緑あふれるレセプション空間。

国や分野を越えた出会いが新たな関係を育み、
街の価値や日常へと広がっていく。

グローバルなMICE※機能により、
防災や環境の最先端を世界へと発信し、

国際都市・仙台のプレゼンスを確立する。
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※ MICE（マイス）とは、企業等の会議（Meeting）、報奨・研修旅行（Incentive）、国際会議
（Convention）、展示会・イベント（Exhibition/Event）の頭文字を取った、多くの集客が見込まれる
ビジネスイベントの総称



最先端の技術やサービスを体験できる通り。
地元の買い物客から、ビジネスパーソン、

視察に訪れる人まで、日常の中でそれらに触れて驚き、
新たな気づきを得る。

上質なホスピタリティが息づくホテルやラウンジ。
落ち着いた対話の中で信頼が育まれ、

新たなビジネスが創られる。
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5

地元客や観光客、ビジネスで訪れた人が、
横丁的な空間で入り混じり、

地域固有の食や文化を味わう。

夕暮れ、高校生が奏でるピアノに人々が足を止める。
音楽をきっかけに会話が生まれ、

誰もが気軽に関わり合い、豊かな時間が息づく。



街角広場で、学生やスタートアップが技術の種を披露。
挑戦を受け入れるまちなかの実証フィールドで、

次世代のまちづくりの芽を育む。
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国内外からの来訪者が、
市民とともに仙台の文化体験を楽しむ。



学会や青葉山の文化拠点を訪れた人々が、
通りと緑に開かれた飲食店でひと休みする。

洗練された開放感の中で、
上質なくつろぎの時間が流れる。
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日常に開かれたシェア空間。
フリーランス、学生、住民が垣根を越えて交流し、

多彩な活動やコミュニティを育む。



多様な国籍・文化を持つ子どもたちが集う、
学びの風景。世界の知性を惹きつける

豊かな共生環境となる。
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職場と住まいが近接し、
時間に追われることのない、豊かでゆとりある

暮らしが育まれる「余白」がある。



9

新旧の地元店が集い賑わう、
公園などでのイベント。世代を超えた交流が、
未来へ続く豊かなコミュニティを醸成する。
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